
７月27日（木）、定期航空協会と交運労協、航空連合の３者でカス

タマーハラスメント問題に関する意見交換をおこないました。これは、

交運労協が2021年に構成組織組合員を対象におこなったアンケートに

基づき、交通・運輸に関わる各業界団体に対して、産業労使でこの問題

に取り組むよう提起することを目的におこなっているものです。

定期航空協会の大塚 洋（おおつか ひろし）理事長は、カスハラ対策を業界

全体の課題として取り組む必要性を共有するとともに、会員各社の取り組み

をサポートしていく意向を示しました。

航空連合では昨年12月に独自の組合員向けアンケートを実施し、実態の

把握に努めましたが（航空連合NEWS24-07参照）、引き続き定航協や交運

労協、さらに連合や他の産業別組合とも連携し、加盟組合のサポートから

法整備も含め、カスタマーハラスメント対策の強化に取り組んでいきます。
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定航協・交運労協とカスハラ問題を議論！

～産業・労使が一枚岩となって対策強化を！～
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機内盗撮・カスハラの根絶に向けて 第13弾
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